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二段階から成立すると考えられている（Proffit et al., 2012; 小林, 2014）．前者は，ほ
ぼ純粋な力学過程であり，ヒトの歯の初期変位における非線形挙動についての報告が












(2) 線形解析と非線形解析の結果の違いを明らかにすること．  




















































force を付加した際にみられる硝子化期を予測することができた．さらに， light force
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